
 

 

 

 

 

 

 

 

4月 1日、保育者たちは、遊びや生活動線、子ども達の興味関心、感じたり経験して欲しい事等を考慮し、

子ども達が主体的に遊び、笑顔で暮らす姿を期待しながら新しい環境を整えました。そこで、今回のお便り

では、素敵な環境の一部分をお伝えしたいと思います。 

  

NO. １ 6

日 

 

くらしの場をリニューアル 

日々の暮らしの中で、こども

園つみきとして大切にしたい

ことや、こどもとおとなの素敵

な姿をお伝えしていきます。 

井鳥 佳織 

いただいた本

物の桜の枝とロ

フトが融合！見

事に開花し、春

を身近で感じ続

けることができ

ました。 

窓辺のロフトは、

「のんびり、まった

り外を眺めながら

過ごせたらいいな

ぁ」という保育者の

思いがこもってい

ます。 

お昼寝タイム。天

井を布で低くする

ことで、落ち着きや

すく、安心感が生ま

れます。 
廊下が今年の 

ホットスペース！ 

 両方の行き止まり

は、すみっこぐらし

スペース。本能的に

落ち着きますね。 

【イトリのひとりごと】 

 

『落ち着く』ってよく言うけれど・・・そもそも何だろう？

と考えちゃいました。 

辞書では『移り動いていた物事が安定した状態なる』が一般

的ですが、私たち保育者が言う・使う『落ち着く』は、子ど

もと大人の心が 

・穏やかな気持ち 

・安定・安心した気持ち 

・遊びに夢中・集中  

をイメージします。 

心が落ち着くから、その場も雰囲気も落ち着く。 

騒々しい場面で、いくら『うるさいよ！』『落ち着きなさい！』

表面的に状況を変えようとしても、心が穏やかで安定してい

ないと落ち着かないだろうなぁと思います。もちろん、そう

口にしている大人も心が乱れているのでしょう。まずは、環

境である大人が心を整えて、子ども達の心が整っていく適切

な言葉掛けや行動をとることが最善なのだろうと心掛けて

いこうと思います。 

観葉植物の癒し効

果は、最強です。子ど

も達も大切に感じて

くれています。 

廊下という固定

概念から解き放た

れた素敵な空間。 

子どもも大人も落

ち着ける・大好き

なスペースとなっ

ています。 

 


